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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年3月1日(2018.3.1)

【公表番号】特表2016-516857(P2016-516857A)
【公表日】平成28年6月9日(2016.6.9)
【年通号数】公開・登録公報2016-035
【出願番号】特願2016-505785(P2016-505785)
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年1月18日(2018.1.18)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（Ｉ）：

【化１】

により表される少なくとも１つの繰り返し単位であって、式中、
各Ｒ基が、同じまたは異なってもよく、水素原子、１～９個の炭素原子を有するアルキル
基、２～１２個の炭素原子を有するアルケニル基、７～１８個の炭素原子を有するアリー
ルアルキル基、または８～１８個の炭素原子を有するアリールアルケニル基であり、前記
Ｒ基の少なくとも１つが水素とは異なることを前提として、前記基のアルキルまたはアル
ケニル鎖が任意で水酸基により置換および／または酸素原子により中断され、前記基のア
リール残基が任意でハロゲン原子により置換され、
ｎが１以上の整数である、
単位を含むグリコーゲン系ポリマー。
【請求項２】
　前記アルキル基が２～９個の炭素原子を有する、請求項１に記載のグリコーゲン系ポリ
マー。
【請求項３】
　前記アルキル基が２～８個の炭素原子を有する、請求項１に記載のグリコーゲン系ポリ
マー。
【請求項４】
　前記アルキル基が４～８個の炭素原子を有する、請求項１に記載のグリコーゲン系ポリ
マー。
【請求項５】
　前記アルケニル基が２～１０個の炭素原子を有する、請求項１に記載のグリコーゲン系
ポリマー。
【請求項６】
　前記アルケニル基が２～８個の炭素原子を有する、請求項１に記載のグリコーゲン系ポ
リマー。
【請求項７】
　前記アルケニル基が４～８個の炭素原子を有する、請求項１に記載のグリコーゲン系ポ
リマー。
【請求項８】
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　前記アリールアルキル基が８～１６個の炭素原子を有する、請求項１に記載のグリコー
ゲン系ポリマー。
【請求項９】
　前記アリールアルキル基が８～１４個の炭素原子を有する、請求項１に記載のグリコー
ゲン系ポリマー。
【請求項１０】
　前記アリールアルキル基が１０～１４個の炭素原子を有する、請求項１に記載のグリコ
ーゲン系ポリマー。
【請求項１１】
　前記アリールアルケニル基が８～１６個の炭素原子を有する、請求項１に記載のグリコ
ーゲン系ポリマー。
【請求項１２】
　前記アリールアルケニル基が８～１４個の炭素原子を有する、請求項１に記載のグリコ
ーゲン系ポリマー。
【請求項１３】
　前記アリールアルケニル基が１０～１４個の炭素原子を有する、請求項１に記載のグリ
コーゲン系ポリマー。
【請求項１４】
　前記Ｒ基のそれぞれが、同じでも異なってもよく、水素原子；２～９個の炭素原子を有
するアルキル基、または８～１６個の炭素原子を有するアリールアルキル基である、請求
項１に記載のグリコーゲン系ポリマー。
【請求項１５】
　前記Ｒ基のそれぞれが、同じでも異なってもよく、水素原子；２～９個の炭素原子を有
するアルキル基、または８～１４個の炭素原子を有するアリールアルキル基である、請求
項１に記載のグリコーゲン系ポリマー。
【請求項１６】
　前記Ｒ基のそれぞれが、同じでも異なってもよく、水素原子；２～８個の炭素原子を有
するアルキル基、または１０～１４個の炭素原子を有するアリールアルキル基である、請
求項１に記載のグリコーゲン系ポリマー。
【請求項１７】
　前記グリコーゲン系ポリマーを調製するのに用いられるグリコーゲンが２．７×１０５

～３．５×１０６ダルトンの分子量を有する、請求項１に記載のグリコーゲン系ポリマー
。
【請求項１８】
　前記グリコーゲン系ポリマーを調製するのに用いられるグリコーゲンが（２．５±０．
１）×１０６ダルトンの分子量を有する、請求項１に記載のグリコーゲン系ポリマー。
【請求項１９】
　前請求項のいずれか１項において定義されたようなグリコーゲン系ポリマーおよび親油
性化合物の間の複合体。
【請求項２０】
　前記親油性化合物が難水溶性薬剤、カロテノイドまたはカロテノイドに構造的に関連す
る親油性化合物からなる群から選択される、請求項１９に記載の複合体。
【請求項２１】
　前記難水溶性薬剤が（ｉ）ＢＣＳクラスＩＩ薬剤および（ｉｉ）ＢＣＳクラスＩＶ薬剤
からなる群から選択される、請求項２０に記載の複合体。
【請求項２２】
　前記ＢＣＳクラスＩＩ薬剤がアミオダロン、アトルバスタチン、アジスロマイシン、カ
ルバマゼピン、カルベジロール、セレコキシブ、クロルプロマジン、シサプリド、シプロ
フロキサシン、シクロスポリン、ダナゾール、ダプソン、ジクロフェナク、ジフルニサル
、ジゴキシン、エリスロマイシン、フルルビプロフェン、グリピジド、グリブリド、グリ
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セオフルビン、イブプロフェン、インジナビル、インドメタシン、イトラコナゾール、ケ
トコナゾール、ランソプラゾール、ロバスタチン、メベンダゾール、ナプロキセン、ネル
フィナビル、オフロキサシン、オキサプロジン、フェナゾピリジン、フェニトイン、ピロ
キシカム、ラロキシフェン、レパグリニド、リトナビル、サキナビル、シロリムス、スピ
ロノラクトン、タクロリムス、タリノロール、タモキシフェン、およびテルフェナジンか
らなる群から選択される、請求項２１に記載の複合体。
【請求項２３】
　前記ＢＣＳクラスＩＶ薬剤がアムホテリシンＢ、クロルタリドン、クロロチアジド、コ
リスチン、シプロフロキサシン、ドセタキセル、フロセミド、ヒドロクロロチアジド、メ
ベンダゾール、メトトレキサート、ネオマイシン、およびパクリタキセルからなる群から
選択される、請求項２１に記載の複合体。
【請求項２４】
　前記親油性化合物が（ｉ）カロテン、（ｉｉ）キサントフィル、（ｉｉｉ）アポカロテ
ノイド、（ｉｖ）ビタミンＡレチノイド、（ｖ）レチノイド薬剤、および（ｖｉ）他の親
油性ビタミン／栄養因子からなる群から選択される、請求項１９に記載の複合体。
【請求項２５】
　前記（ｉ）カロテンがα－カロテン、β－カロテン、γ－カロテン、δ－カロテン、ε
－カロテン、リコペン、フィトエン、フィトフルエン、およびトルレンからなる群から選
択される、請求項２４に記載の複合体。
【請求項２６】
　前記（ｉｉ）キサントフィルがアンテラキサンチン、アスタキサンチン、カンタキサン
チン、シトラナキサンチン、クリプトキサンチン、ジアジノキサンチン、ジアトキサンチ
ン、ジノキサンチン、フラボキサンチン、フコキサンチン、ルテイン、ネオキサンチン、
ロドキサンチン、ルビキサンチン、ビオラキサンチンおよびゼアキサンチンからなる群か
ら選択される、請求項２４に記載の複合体。
【請求項２７】
　（ｉ）前請求項１～１８のいずれか１項において定義されたようなグリコーゲン系ポリ
マーと難水溶性薬剤を含む群から選択される親油性化合物との間の複合体、ならびに（ｉ
ｉ）少なくとも１つの医薬品的に許容な賦形剤を含む医薬品組成物。
【請求項２８】
　（ｉ）前請求項１～１８のいずれか１項において定義されたようなグリコーゲン系ポリ
マーとカロテノイドまたはカロテノイドに構造的に関連する親油性化合物を含む群から選
択される親油性化合物との間の複合体、ならびに（ｉｉ）少なくとも１つの栄養補助食品
的に許容な賦形剤を含む栄養補助食品組成物。
【請求項２９】
　（ｉ）前請求項１～１８のいずれか１項において定義されたようなグリコーゲン系ポリ
マーとカロテノイドまたはカロテノイドに構造的に関連する親油性化合物を含む群から選
択される親油性化合物との間の複合体、ならびに（ｉｉ）少なくとも１つの化粧品的に許
容な賦形剤を含む化粧品組成物。
【請求項３０】
　親油性化合物の水溶性を向上させるための前請求項１～１８のいずれか１項において定
義されたようなグリコーゲン系ポリマーの使用。
【請求項３１】
　親油性化合物をヒト以外の対象へ投与するための前請求項１～１８のいずれか１項にお
いて定義されたようなグリコーゲン系ポリマーおよび親油性化合物の間の複合体の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００１１】
　（ｉ）カロテンのクラスに属する他の有用なカロテノイドはα－カロテン、γ－カロテ
ン、δ－カロテン、ε－カロテン、リコペン、フィトエン、フィトフルエン、およびトル
レンである。カロテノイドは（ｉｉ）アスタキサンチン、カンタキサンチン、シトラナキ
サンチン、クリプトキサンチン、ジアジノキサンチン、ジアトキサンチン、ジノキサンチ
ン、フラボキサンチン、フコキサンチン、ルテイン、ネオキサンチン、ロドキサンチン、
ルビキサンチン、ビオラキサンチン、およびゼアキサンチンのような、キサントフィル；
（ｉｉｉ）アブシジン酸、アポカロテナール、ビキシン、クロセチン、イオノン、ペリジ
ニンのような、アポカロテノイド；（ｉｖ）レチナール、レチノイン酸、およびレチノー
ル（ビタミンＡ）のような、ビタミンＡレチノイド；ならびに（ｖ）アシトレチン、アダ
パレン、アリトレチノイン、ベキサロテン、エトレチナート、フェンレチニド、イソトレ
チノイン、タザロテン、およびトレチノインのような、レチノイド薬剤をさらに含む。カ
ロテノイドに構造的に関連する他の親油性化合物は、Ｅ、ＤおよびＫビタミンのような他
の脂溶性ビタミンのようなビタミン／栄養因子である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６７】
　有利には、（ｉ）カロテンのクラスに属する有用なカロテノイドはα－カロテン、β－
カロテン、γ－カロテン、δ－カロテン、ε－カロテン、リコペン、フィトエン、フィト
フルエン、およびトルレンである。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
　カロテノイドは（ｉｉ）アンテラキサンチン、アスタキサンチン、カンタキサンチン、
シトラナキサンチン、クリプトキサンチン、ジアジノキサンチン、ジアトキサンチン、ジ
ノキサンチン、フラボキサンチン、フコキサンチン、ルテイン、ネオキサンチン、ロドキ
サンチン、ルビキサンチン、ビオラキサンチン、およびゼアキサンチンのような、キサン
トフィル；（ｉｉｉ）アブシジン酸、アポカロテナール、ビキシン、クロセチン、イオノ
ン、ペリジニンのような、アポカロテノイド；（ｉｖ）レチナール、レチノイン酸、およ
びレチノール（ビタミンＡ）のような、ビタミンＡレチノイド；ならびに（ｖ）アシトレ
チン、アダパレン、アリトレチノイン、ベキサロテン、エトレチナート、フェンレチニド
、イソトレチノイン、タザロテン、およびトレチノインのような、レチノイド薬剤をさら
に含む。
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